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プレアボイド報告様式のフィジカルアセスメント項目追加について 

 

日本病院薬剤師会医薬情報委員会 

プレアボイド報告評価小委員会 

 

日頃、プレアボイド報告事業にご協力いただきありがとうございます。 

プレアボイド、重篤化等回避報告用（様式 1）の「発見の端緒」にフィジカルアセスメントを追加し

ましたのでお知らせします。 

 医療現場の薬剤師が患者症状から副作用の初期症状を発見し、また、患者訴えがない場合でも薬剤師

が患者バイタルサインを見逃さず観察したことで重篤な副作用を回避する事例が数多くみられるよう

になっています。 

 今回の「フィジカルアセスメント」追加はプレアボイド報告の解析に有用であり、また、薬剤師職能

の新たなアピール材料の一つとして活用する予定です。 

プレアボイド報告書（重篤化等回避報告用） 

※入力必須項目は「赤字」で示しています。必ず入力して下さい。  

 

・性別： 男 女  ・年令： 歳台 ヶ月 

（月齢は 0歳の患児のみ） 

・身長体重： cm kg  ・妊娠の有無： 有 無  

・患者背景   職業  

 飲酒 種類／１日量   喫煙１日本数  本 

・外来・入院： 外来患者 入院患者  

 

・副作用等の発見（確認）者：（複数回答可） 

医師  

薬剤師  

看護師  

その他  

・発見の端緒：（複数回答可） 

初期症状指導による患者の訴え  

上記以外の患者の訴え  

薬歴  

TDM  

検査値  

フィジカルアセスメント  

その他  
 

 


